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イ調 長 昔 イ音 を基腱

苦 階 は之 を イ調長

書 階 と稀 し長 の構

成 に於 ては回 の如

くへ昔.ハ 普 及 び ト

者 の 代 りに夫 ｀嬰

へ 苦,嬰 ′ヽ 普 及 び嬰

卜
=が

使 用 され る。

書階
'ヽ
長普隋の第六度よ,■ ●|力 ′ヽ

=0●
“

書●●●●薔

れ る もの ヽ中 に 自然 に存 在 す る書 程 は之 を全 骨階 的

昔 程 と霧 し,と を其 ● 慶数 に よつ て直 分 す る と きには

十 匹1種 ,之 に は更 に共 ●音 ● ●・ [質 に よつ て完全,長,短 ,

t*,1fr.4i o ?,trli a l$ -l l! 5 ., a 
^ 

a *E ., -. ,t 2,.

た長 青 階 は之 を雙

口調 長 書 階 と君1し ,

.共 の構 成 に於 て は

国 の 1口 く.其 の第 一

度 を墾 口音 と しtt

にホ者 の 代 りに奎

ホ音 が使 用 され る。

雙 ホ調 長 音 階 の構 成  墾 ホ青 を基礎 と して構 成 し

た長 音 階 ,ま 之 を壼 ホ調長 昔 階 と稀 し洪 の構 成 に於 て

16音    程 (共 の二)

全舌階的舌程  長書階 又は短書階 等,企 音階 と孵 さ

は 囲の如 く,其 の第

一度 を雙 ホ音 と し,

更 に 口普 及 び イ音

の代 りに大 々整 ●

子及び妻 イ音 が使

用 され る。
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